




















年も「デイケア」の文献が多かった。KJ法で取り出された特徴は8項目で、①活動内容 ②サービスの評価と意義 ③看護職の役割 
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２）「デイサービス」と「デイケア」の内容から取り出さ
れた特徴は次のとおりであった。 
①活動内容：「デイサービス」では、音楽療法４）、コラー
ジュ、箱庭療法等の心理的療法、調理等のような日常生
活におけるレクレーション的活動を介護者の支援のもと
に行う他、清潔・食事・排泄等の生活援助、機能訓練が
行われていた。「デイケア」では、音楽療法、回想法、動
物療法、動物ロボットによる活動、ユーモアセラピー、
付け句遊び、集団式町作り画法のような心理的精神療法、
フォークダンスや運動・スポーツ等のレクレーションの
他、心理教育、自己健康管理のような教育活動、男性集
団調理、作業療法、手浴療法、就学・就労援助、薬物療
法が見られた。また、このような活動内容の組み合わせ
かたや活動プログラムに関する検討が多かった。「デイサ
ービス」でも機能訓練の必要性が示されている文献はあ
ったが、「デイケア」の方が、医学的治療や健康教育、疾
病予防を目的としたサービスを記述している文献が多か
った。つまり、「デイケア」は、介護保険制度前から診療
の一貫としてこのサービスを行ってきており、医療者主
体のリハビリテーション治療として介護保険制度以降も
継続している。医師の指示に基づく介護サービスである
ことが、「デイサービス」と大きく異なる内容となってい
ると考える。事業の申請者は、「デイサービス」では法人
で、老人福祉法上の届けが必要である。「デイケア」の申
請者は、介護保健施設、病院、診療所であり、この点で、
開設申請者の意識が反映しているものとも考えられる。 
 
②サービスの評価と意義：「デイケア」「デイサービス」
ともに実践しているサービスの評価はなされていた５）６）
が、「デイケア」のほうが評価の論文は多かった。これは、
医療者の場合、治療目的に行われる事業であるため、治
療や活動前後の評価やそれに基づく意義を検討すること
が基本となって文献数が増えていると思われる。 
 
③看護職の役割：「デイケア」も「デイサービス」の文献
でも、看護職者が健康上の管理的役割を担っているとし
ていた。これは、どちらのサービスを行うにも、高齢者
等のサービス導入については、健康状態の観察と医学的
対応が必要であり、身体的リハビリテーションのように
身体への負荷を前提とするサービスでなくても体調の変
化しやすい要支援、要介護高齢者を対象とするサービス
であるため、保健・医療の知識と技術を提供する役割が
あるものと考える。 
 
④利用対象者の多様性とサービスの意義：「デイサービ
ス」は、乳幼児・児童、身体障害者等介護保険以外の対
象に関する論文があった。「デイケア」は、透析、アルコ
ール依存症、統合失調症、痴呆（認知）症の他、病児、
骨折治療後患者や筋ジストロフィー患者等の対象に関す
る論文があった。つまり「デイサービス」「デイケア」は、
ともに介護保険適応以外の対象を含み、サービス対象者
は多様であった。介護保険制度実施前までの「デイサー
ビス」は、障害者（児）や高齢者、精神障害者等の社会
福祉サービスとして実施されており、「デイケア」は、治
療の継続的意味で行われていたと思われる。しかし、厚
生労働省大臣官房統計情報部の介護給付費実態調査
（2003年1月審査）では、「デイサービス」と「デイケア」
は、要支援、要介護ⅠからⅣの要介護高齢者に利用され
ている２）。つまり、通所系サービスは、訪問看護、訪問介
護、訪問入浴、訪問リハビリテーション等の訪問系サー
ビスとは異なり、施設に通所することで、家族介護の負
担を軽減し、高齢要介護者の閉じこもりの予防と社会的
交流を促している。 
在宅における閉じこもりという非社会性を持つ危険を
回避して、健康な住民生活を支援するサービスとして大
切と考える文献が認められた７）。在宅生活を営む子供や障
害者、高齢者にとっては、家族以外の方々との人間関係
を図ることが可能な場であり、社会につながる窓口の一
つとなると考える。介護保険制度下で運営している施設
経営者の経済的負担は多大であるが、「デイサービス」や
「デイケア」は、このような役割と意義のあるサービス
なのである。しかし、現在見直されているシステムの役
割や意義が、これらの研究成果を充分に反映していくに
は、研究成果の体系化が必要と思われる。 
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 ⑤医療的処置の実状：在宅生活を続ける中で、酸素療法
やインシュリン自己注射等の医療的処置を必要とする患
者が、「デイサービス」および「デイケア」の利用をして
いることを示す文献があった。これらの医療的療法につ
いては、患者の身体条件が安定しているためにどちらの
サービスにも参加していると考えられる。しかし、医療
者からの指導援助を受ける上では、「デイサービス」の提
供者よりも医療者が多い「デイケア」サービスの方が、
サービス前後の健康管理や急変時の対応を考慮すると、
より安全ではないかと考えるが、この点に関する利用上
の区別や基準はなく実施されている８）。介護保険制度が措
置制度から、住民の自己決定と選択権を尊重する契約制
度へと変化し、「デイサービス」「デイケア」も住民側の
主体的選択にゆだねられるサービスのひとつになってい
ることが伺われる。これらのサービスは、利用者の日常
生活の質向上へ充分に貢献をしているが、科学的根拠に
ついての系統的整理がなされていないので、経済的根拠
を優先させる今後の見直し政策に、過去の研究成果が活
かされにくいと予測される。 
 
⑥介護負担の軽減：「デイサービス」であれ「デイケア」
であれ、介護を要する利用者が丸1日外出しているので、
在宅で昼夜介護をしている者にとっての介護負担は軽減
し、役立っているという報告が大半である。特に、痴呆
（認知）症高齢者においては、「短期入所生活介護」「短
期入所療養介護」ともに、その役割を担っていることが
読み取れる。 
 
⑦看護教育への貢献：「デイサービス」は、主に介護老人
福祉施設（特別養護老人ホーム）において、「デイケア」
は、介護老人保健施設（老人保健施設）や病院、診療所
等で看護学生や福祉の学生等に利用されていることが、
教員による論文から明らかにされている９）。学生は、加齢
によって部分的に障害された側面をもちつつも、通所で
きる条件のある健康的な側面を持っている、在宅で生活
する高齢者の自立への援助を通して、施設介護と在宅介
護の中継点としての「デイサービス」や「デイケア」の
重要性を学習する。比較的コミュニケーションのとりや
すい高齢者が対象であり、学習しやすい条件がある。 
 
⑧利用者の満足感・QOL、感染・転倒等障害要因、利用障
害要因：「デイサービス」でも「デイケア」でも、利用者
の利用満足度やＱＯＬに関するプラス要因、感染・転倒
などのマイナス要因は、同様にあることを示す文献が認
められた。そして、「デイサービス」と「デイケア」の違
いは、「デイケア」は、利用者の心身機能やかかわりの分
析が多いこと、利用頻度、時間、ケア終了や終了後の継
続ケアにまで言及する論文があったことである。 
５．まとめ 
「デイサービス」と「デイケア」の介護保険制度実施
前後の原著論文の検索を行った結果、次のことが明らか
となった。 
１）「デイケア」の文献数は、「デイサービス」の文献数
の２倍で、年々増加傾向を示している。 
２）「デイサービス」と「デイケア」は、高齢要介護者の
心身機能の維持・回復を図る機会や場を提供し、介護予
防や自立支援として高齢社会を支えることを意味してお
り、介護保険制度の設立目的を満たす重要なサービスと
考える。 
３）「デイサービス」と「デイケア」の申請者の違いから、
「デイサービス」は福祉施設の立場から心身機能への支
援を基本とする趣味等のレクレーション活動が活発にな
されており、「デイケア」は医療の立場を基本とする身体
的リハビリテーションや健康支援活動がなされていた。 
以上より、今後は、このような保健・医療・福祉サー
ビスの有効性を系統的に検討すること１０）およびサービス
を利用する利用者個々に適したサービスプログラムを開
発していくことが研究課題と考えられる。 
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